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研究背景・⽬的

日本に適したスマート農業技術の開発
研究期間：2023～

⽣産現場ではオペレータ間の営農情報共有と後継者・初⼼者へデータによる技術継承が求め
られている。⼤規模基盤整備⽥における圃場内のバラツキを把握し可変施肥作業を⾏うことが
できるスマート農機への期待が⾼い。果樹園芸では特に熟練度を要する剪定技術のナビ機能に
ついての要望が⼤きい。そこで本研究では，⽣産者にとって親和性の⾼いデータベースの構築
を⽬的として⽔稲，果樹園芸を対象にシステム構築を⽬指しています。

実験概要

結果と考察

LiDARによる樹体計測スマート⽥植機による作⼟深計測

・営農時に必要な情報を収集できるシステムの開発・実証
・技術継承に資するデータ収集システムの構築

・100ha超の社会実証を経て肥料を20%削減
・作⼟深・肥沃度・⽣育量など300万点超のビッグテータ構築
・位置情報と紐づけさせたマップ化に成功
・20aの梨園で1000万点以上の点群データを収集
・剪定前後の樹体計測により樹ごとの⽣⻑量可視化に成功
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